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      「もっと薪を使おう」 
―FIREWOODLIFE の勧めー 

             岩手県在住 薪割りスト 深澤 光 

１ 薪割りストの暮らし 

２ 薪のあるくらしを通して得られるもの 

３ 木のエネルギー利用のいろいろ 

４ 薪を通して世界から日本を見る 

５ 今日的な木のエネルギーの利用 

６ 薪利用をもっと進めるために 

７ 薪のあるくらしへの 5 ステップ 

８ 薪利用での一番の問題は 

９ 蓄熱式薪ストーヴへのこだわり 

１０ 日本における理想的かつ現実的な薪利用の提案 

 
【プロフィール】 

深澤 光（ふかざわ ひかり） 

1959 年 東京都生まれ。東京農工大学農学部林学科卒業後、1981 年岩手県職員に。県庁で林業行政や

出先機関で技術普及などを担当後、1997 年から岩手県林業技術センターで、木質バイオマスなどの試験研

究に従事。著書に「薪割り礼讃」、「薪のある暮らし方」、｢焚き火大全（共著）｣（ともに創森社）、「木のエ

ネルギーハンドブック（編集等）」（岩手・木質バイオマス研究会）など 

 


